
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関門景観の『未来いろいろ』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵画いろいろ 

－ 関門景観の『未来いろいろ』絵画入賞作品 － 



◆ はじめに 
 
● 関門景観は、両市民をはじめすべての人々にとってかけがえのない貴重な財産です。 

● 下関市と北九州市は、平成１３年１０月に「関門景観条例」（同一名称・同一条文） 

 を制定し、共同して、魅力ある関門景観の形成に取組んできました。 
● 今年、条例の制定から１０年という節目の年を迎えることから、これを記念して、 

条例制定の頃に誕生した１０歳前後のこどもを対象とした絵画募集を実施しました。 

● 両市の小学生８６名からの応募があり、厳正な審査の結果、関門景観大賞１名、 

下関市長賞１名、北九州市長賞１名、入選１０名の絵画が選ばれました。 

たくさんのご応募をいただき誠にありがとうございました。 

● より魅力ある関門景観を将来に継承していくために、今後も両市と両市民が共同し 

て関門景観の形成に取組んでいきたいと思います。 

 

平成２３年１０月 

関門景観協議会（下関市・北九州市）   
 

◆ 絵画募集の概要・入賞作品のご紹介 
 
● 募集期間 

平成２３年７月 ～ 平成２３年９月５日 

 
● 応募対象者 

下関市・北九州市内の小学校・特別支援学校の４・５・６年生 

 
● 募集作品 

テーマ 

関門景観の『未来いろいろ』 

未来（１０年後）の関門景観の「うみ」「やま」「まち」「ひと」「いろ」 

サイズ 

四つ切の大きさの画用紙 

その他 

作品は横書き・縦書き自由 描画材料は水彩画・クレヨン・はり絵など自由 

 
● 表彰内容 

関門景観大賞          １名 

下関市長賞・北九州市長賞   各１名 

入選             １０名 

 

 

こどもたちが「関門景観の未来」を想い描きました。入賞作品をごらんください！ 



 

★ 関門景観大賞 ★ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「海で生き物と泳ぐぞ～」 

田中 のぞみさん 

（下関市・長府小学校４年） 

 

◆ コメント ◆ 

わたしは、 

１０年後の下関の「海」「山」「まち」はどうなっているのかな、 

と思いこの絵をかきました。 

未来の平和をねがう思いを絵にこめました。 

この絵をかくことで、 

あらためて、未来について考えることができました。 



 

★ 下関市長賞 ★ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「十年後の関門の四季」 

大川 卓真さん 

（下関市・角倉小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

十年後の関門の景色を、四季の流れで表現しました。 

春は、きれいな星と桜なみ木。 

夏は、緑あふれる山と花火。 

秋は、美しい満月と紅葉。 

冬は雪積もる山。 

大学生の僕がいます。 

いつも美しい自然の中でくらしたいです。 



 

★ 北九州市長賞 ★ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「未来の関門かいきょう夏まつり」 

吉富 日向太さん 

（北九州市・白野江小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

お盆の１３日に、毎年行われる関門海きょう花火大会。 

１０年後、１０さいのぼくは２０さいになってこの花火を見ている。 

ぼくは船に家族みんなと乗って、海の上から花火を見たい。 

工夫したところなど…黒でぬりつぶすところをくふうした。 



 

★ 入 選 ★ 

 
 

「海峡夢タワーへひとっとび！」 

木本 力哉さん 

（下関市・角倉小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

ぼくがすんでいるしものせきから 

にじのはしであるいてわたりたいです。 

「世界の関門橋」 

岡田 瞳舞さん 

（下関市・西山小学校４年） 

 

◆ コメント ◆ 

下関のふぐが１０年後世界的に有名になって

関門橋にふぐの像がたくさんかざられる。 

人道はガラスばりになり、 

関門の海の中が見えるようになる。 

世界文化いさんになって有名になる。 

夜はふぐがいっぱいに光る。 

「下関と門司をむすぶ美しい花火」 

利光 祐紀さん 

（下関市・王江小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

家族でこの花火をみてキレイで美しい 

花火だったので絵にかきました。 

未来の下関は観こう客がもっとおとずれる 

ゆたかな下関になってほしいな 

と思いながらこの絵をかきました。 



 

★ 入 選 ★ 
  

「みらいの関門大橋」 

岡 優作さん 

（下関市・神田小学校６年） 

 

◆ コメント ◆ 

ぼくが、未来を想像して、かいた絵の、 

一番上は、火の山と北九州をむすぶモノレール、

その下には、通じょう車で、 

その下が、トラック専用で、 

その下には、海をゆっくり見れる歩道橋があって、

その下に、電車が通っています。 

「１０年後の関門橋」 

作田 和可さん 

（下関市・養治小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

この絵は、十年後の関門橋を 

イメージして書きました。 

十年後は、上はロープウェイで 

下が人が歩く道です。 

ロープウェイは、カラフルで 

いろいろなしゅるいがあります。 

歩道は、海のギリギリにあって、 

はく力があるようにしました。 

十年後、本当にこうなってくれたらうれしいです。

 

◆ 下関市のご応募いただいた学校 

 

● 角倉小学校 ● 長府小学校 ● 西山小学校 ● 王江小学校  

● 神田小学校 ● 江浦小学校 ● 養治小学校 

 

ありがとうございました！



 
 

★ 入 選 ★ 

  

「関門海きょうの未来」 

勇士 大貴さん 

（北九州市・大里柳小学校６年） 

 

◆ コメント ◆ 

関門海きょうがもっともっとカラフルに 

なってほしいからこの絵を描いたことと、 

いろいろある中で、関門海きょうの絵を 

書くことにしました。 

それと、この絵にチャレンジしようと 

思ったからです。 

「関門海峡の未来」 

中山 涼さん 

（北九州市・大里柳小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

関門橋には、リニアモーターカーが 

走っていて、電力を使った乗り物が 

たくさん開発されて、 

小さな空港でも離発着できるようになる。 

山には風力発電が建ち、 

各家に発電システムがつく。 

今よりもっと交通が便利になって、 

地球にやさしいエネルギーを使って、 

人々は生活をしている。 

「みんなえがおになれる未来の関門かいきょう」

原田 紗季さん 

（北九州市・大里柳小学校４年） 

 

◆ コメント ◆ 

わたしは未来の関門かいきょうをみて、 

みんなが、えがおになれるようにという 

思いをこめて、書きました。 

わたしが一番むずかしかったのは、 

しゃぼん玉の感じを出すために外がわをこく、 

内がわをうすくぬったところです。 

上手にできてよかったです。 



 

★ 入 選 ★ 

  

「門司港名物海底列車」 

大島 愛加さん 

（北九州市・門司中央小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

この作品は関門海きょうに 

リフトと海底列車が通っているという絵で 

完成まで三日かかりました。 

白い輪は海底トンネルで、 

魚と遊泳している気分になれるというものです。

 

「未来の「うみ」」 

浜本 誠也さん 

（北九州市・柄杓田小学校５年） 

 

◆ コメント ◆ 

はじめは、関門橋の下に道ができて、 

人が歩けるといいなあと思ったけど、 

きけんだと思い、人道が、 

暗いイメージがあるので、 

水族館のように、歩きながら、 

魚が見れるといいなあと思いました。 

海の水ももっときれいになってほしいです。 

◆ 北九州市のご応募いただいた学校 

 

門司区 

● 小森江東小学校 ● 白野江小学校  ● 大里南小学校 ● 大里柳小学校  

● 柄杓田小学校  ● 松ヶ江北小学校 ● 港が丘小学校 ● 門司中央小学校 

小倉北区      小倉南区      八幡東区     八幡西区 

● 西小倉小学校  ● 企救丘小学校  ● 高槻小学校  ● 上津役小学校 

 

ありがとうございました！



◆ 審査員からの講評 
 

◆ 絵画審査会 

  ● 日 時：平成２３年９月１４日（水）１３：３０～ 

● 内 容：全ての作品とコメントから審査 

 

【審査委員】 

  ● 坂本 紘二   氏  （山口大学監事） ※審査委員長 

● 大坪 和子   氏  （（有）色彩計画研究所代表取締役） 

● ふじもと 秀志 氏  （藤本秀志デザイン事務所代表） 

● 山口 仁    氏  （（株）ヤマグチ代表取締役） 

● 吉光 純也   氏  （東亜大学副学長） 

  

関門景観大賞  

 「海で生き物と泳ぐぞ～」  

● しっかりした構図と色づかいもよくて、

人々を浮き浮きさせる海峡の様子が描かれて

いる。 

● 「未来の平和を願う！」というコメント通

り、穏やかで明るいシーンが描かれている。

技術的にも表現がうまく、ていねいに分かり

やすく描かれている。何より子供らしい楽し

い未来が待っている感じがする。 

● 色彩を自由につかって画面全体をつかって

表現している。子供らしい素直さがつたわっ

てくる作品。 ● 夢があり、楽しい作品で観る人をホッとさ

せると思う。 ● 構成力の面白さ、色彩の面白さを評価した。

  

  

  

  

下関市長賞 北九州市長賞 

 「十年後の関門の四季」  「未来の関門かいきょう夏まつり」 

● 四季の流れを描き込むのがしゃれている。 ● 自分の年令にむすびつけて将来を考えて、

ひとつの行事をとりあげてかいたこと。夜空

の表現をどうしたらという、工夫が大変良い

と思う。 

日常の当り前の暮らしぶりが素晴らしい風景 

と共にあるのは幸せに違いない。 

● 子供の視点で、素直に生活感を表現してい

ること。描いたコメントが良いですね。 ● 夜景での花火の美しさ関門海峡の美しさが

とてもよく表現されている。 ● この絵の最大のポイントは、一枚に四季が

表現されていること。発想が良い！ ● 表現方法がおもしろい。２０才になった時

の花火は、ゆかた姿で彼女と観ているのか

ナ？と将来が楽しみな感じがする。心はきっ

と虹色かな？ 

 



  

  

入選 入選 

「海峡夢タワーへひとっとび！」 
 
「関門海きょうの未来」 

● 自然を大切にしなければという気持ちにな
 

● カラフル。こういうふうに色をカラーコー

る作品。 
 
ディネート出来たら楽しい。こどもたちの夢

 がある。 

  

  

「世界の関門橋」 「関門海峡の未来」 

● 大胆な構成力とふぐのモニュメントの面白 ● コンセプトが良い、構図もしっかりしてい

さを評価した。 る。 

  

  

「下関と門司をむすぶ美しい花火」 「みんなえがおになれる未来の関門かいきょう」

● ていねいに描きこんであり、一生懸命さが ● 虹の美しさとシャボン玉の表現が素晴ら

しい。 伝わる。色と合わせて、「音」をすごく感じら

 れる。色使いが華やかである。 

  

  

「みらいの関門大橋」 「門司港名物海底列車」 

● 海峡は両市を結ぶ、様々な行き交い方が豊

かな交流を産み出すことが描かれている。 

● リフトで海峡を渡れたら、という関門海峡

の楽しい夢が描けている。透明のトンネルを

トロッコ列車で走れたらおもしろい。  

  

  

「未来の「うみ」」 「１０年後の関門橋」 

● ロープウェーができて海峡を上から眺めら

れたら、もっともっと海峡空間に愛着がわく

だろう。 

● 人道は、実際に歩いてみると暗いので、水

族館のように海峡の中を見ながら、このよう

に楽しめたら、人道を通る人が多くなるか

も。 

◆ 表彰式 

  ● 日 時：平成２３年１０月２２日（土）１４：００～１５：００ 

  ● 場 所：門司港レトロ展望室内 

  ● 内 容：関門景観大賞・下関市長賞・北九州市長賞の３名の表彰式 

 
 

◆ 入賞作品（１３作品）の展示会 

  ● 平成２３年１０月２２日（土）～１１月６日（日）関門海峡らいぶ館内 

  ● 平成２３年１１月７日（月）～１１月１８日（金）下関市役所本庁舎１階ロビー 

  ● 平成２３年１２月～平成２４年１月（予定）   北九州市役所本庁舎１階ロビー 



◇ １０周年記念行事 『五感で感じる関門景観』 
 
● 関門景観条例制定１０周年記念行事の一つとして、両市の建築士会（（社）山口県建 

築士会下関支部・（社）福岡県建築士会北九州支部）とともに、『五感で感じる関門景観 

１０選』の選出に取組んでいます。 

 

◆ 『五感で感じる関門景観』とは 
● 関門景観はとても魅力的です。 

● たとえば、関門海峡の雄大な自然の景色から受ける感動は、眼の前に拡がる海峡 

（視覚）のみでなく、潮の香り（嗅覚）や、波の音（聴覚）、爽やかな風（触覚）、 

そして時として味覚とともにあるものです。さらに、そこには、自然景観のみならず 

歴史や文化そして人々の営みなどの様々な姿があります。 

香りの景観 ～嗅覚と視覚 
たとえば、 

海峡は潮の流れと共に風も流れ、様々な表情を

見せます。 

海岸沿いを歩く時、サイクリングするとき、ド

ライブするとき、それぞれの季節、時間、天気

の中で、移り変わる風景が、様々な風と潮の香

りと共に、触れる肌や髪に記憶されるかのよう

です。 

音の景観 ～聴覚と視覚 
たとえば、 

昔から”早鞆の瀬戸”といわれた関門橋のあた

りは、幅わずか 700 メートル、瀬戸内海と日本

海の干満の差によって潮流は激変し、とくに潮

流の速いところでは時速 16 キロにもなります。

その海峡を 1 日大小 700 隻余りの船が往き交

い、激しい潮流の音の中で聞こえる汽笛の交錯

は、まさに海峡の音色そのものといえます。 

（関門海峡の潮騒と汽笛～環境省日本の音風景

100 選より） 

 

おいしい景観 ～味覚と視覚 
たとえば、 

海に近く自然に恵まれ、又、大陸への玄関口と

して様々な人々が行き来し繁栄した港には、

様々な歴史と文化を背景とした数多くの食があ

ります。 

これを味わうとき、味と共に関門海峡の風情・

風景が甦ります。 

 

伝えたい景観 ～視覚と etc. 
たとえば、 

渡船で海峡を渡ると、波に揺れながら掻き分け

る海のしぶきと軌跡、そして、船のエンジン音

とともに刻々と変わる街の姿、関門橋や雄大な

海峡の景色。 

関門景観は、身体全身に語りかけ、忘れること

のできない印象を残します。 

 

さわれる景観 ～触覚と視覚 
たとえば、 

秋、紅葉した古城山・火の山の落葉の山道を歩

くとき、踏みしめた地面から伝わる感覚や海か

らのさわやかな風は、木陰から拡がる海峡の雄

大な風景と共にかけがえのないこの地の魅力を

形づくっています。 

 
 
● 毎日の暮らしのなかで、関門景観を 

より、立体的、感覚的に、五感で感じま

しょう。 

関門景観の持つ魅力・感動を発見し、

伝えましょう。 関門景観は、身体全身に語りかけ、忘れること

のできない印象を残します。  



◇ 関門海峡が結ぶ景観に配慮したまちづくり 

● 下関市と北九州市は、魅力ある関門景観を形成するために、関門景観計画及び関門

景観条例を策定し、景観の届出協議・誘導を行なっています。 

関門景観協議会（下関市・北九州市） 

下関市都市整備部まちなみ住環境整備課 北九州市建築都市局計画部都市計画課 

 〒803-8501 北九州市小倉北区城内 1-1 〒750-8521 下関市南部町 1-1  

電話 083-231-1225 fax083-231-1901  電話 093-582-2595 fax093-582-2503 

関門景観 Portal site http://www.kanmon-keikan.com/ 

◆ 全 国 初 ◆ 広域景観 

● 全国で初めて県境を越えて、同一名 ● 海峡及びその両岸を関門景観形成

称・同一条文の「関門景観条例」を制 地域として指定しています。 

定しています。 

◆ 相 互 ◆ 色彩誘導 

● お互いの都市、船から見た景観に配

慮した整備のための制度で、景観法を

活用し、両市の景観計画に関門景観の

形成に関することを定めています。 

● 建築物等の配置や形態、緑化のほか

特に色彩誘導に重点を置いた景観形

成基準を定めています。 

下関市 火の山からの関門景観 





 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１１年１０月 

関門景観協議会（下関市・北九州市） 

 




